




 

 

（第３面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

①現状 

【前年度（     年度）実績】 

産業廃棄物の種類 ―  

自ら再生利用を行った 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

実施していない。 

 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 ―  

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

実施の予定なし。 

 

 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（  28年度）実績】  

産業廃棄物の種類 汚泥 動植物性残渣 

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量した 

産業廃棄物の量 
9,019.69ｔ 9.58ｔ 

（これまでに実施した取組） 

汚泥は脱水を実施。 

動植物性残渣のうち、餡殻（小豆の皮）については脱水を実施。 

 

 

②計画 

【目標】   

産業廃棄物の種類 汚泥 動植物性残渣 

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産業廃棄物の量 
9,200.08ｔ 9.77ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

現状維持。 

 

 

 









第 面

（ 年度 ）

第 面

（ 年度 ）

排 出 量

【目標】

ｔ

0.00 ｔ

86.61 ｔ 0.00

 産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度 実績】28

2

　
②
計
画

ｔ

動植物性残渣 金属くず
廃プラスチック

類

9,185.40 ｔ 6.66

 産業廃棄物の処理の委託に関する事項

汚泥

産業廃棄物の種類 汚泥
廃プラスチック

類

　
①
現
状

（別　紙）

金属くず

排 出 量 9,369.10 ｔ 6.79 ｔ 88.34 ｔ

産業廃棄物の種類

ｔ 0.00 ｔｔ 77.03

動植物性残渣

ｔ

ｔ

優 良 認 定 処 理 業 者

へ の 処 理 委 託 量

再 生 利 用 業 者

【前年度 28

ｔ

6.66

金属くず

実績】

廃プラスチック
類

動植物性残渣産業廃棄物の種類 汚泥

ｔ

全処理委託量 165.71 ｔ 6.66

165.71 ｔ ｔ77.03 ｔ

ｔ ｔ

ｔ

ｔｔ

ｔ ｔ
へ の 処 理 委 託 料

認 定 熱 回 収 業 者

【目標】

169.02

優 良 認 定 処 理 業 者

ｔｔ

ｔ ｔ

ｔ

以 外 の 熱 回 収 を 行 う

業者への処理委 託量

ｔ ｔ

78.57

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

産業廃棄物の種類 汚泥
廃プラスチック

類

全処理委託量 169.02

動植物性残渣

6.79 78.57 ｔ

金属くず

ｔ ｔ ｔ

0.00 ｔｔｔ

4・5

認 定 熱 回 収 業 者

へ の 処 理 委 託 料
認 定 熱 回 収 業 者

以 外 の 熱 回 収 を 行 う

再 生 利 用 業 者

へ の 処 理 委 託 量

へ の 処 理 委 託 量

認 定 熱 回 収 業 者

へ の 処 理 委 託 量

ｔ

ｔ

業者への処理委 託量

　
①
現
状

　
②
計
画

ｔ 6.79 ｔ




